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⑤

①大きい波に挑戦し、乗りこなす足立くん
②週 4 回は練習をするので自分のサーフボードの手入れもしっかりと行なう
③3 歳頃に初めてサーフボードに乗れたときの写真
④優勝した第 54 回全日本サーフィン選手権大会表彰式（左端）
⑤天候状態で波に乗れないときはスケートボードのトレーニングなどで体幹を鍛える

小さな頃からサーフィンひとすじ！目指せ世界一！
　
今
回
は
、天
城
湯
ケ
島
地
区
在
住
で
第

54
回
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
の

キ
ッ
ズ
の
部
で
優
勝
し
た
足
立
海
世
さ
ん

（
小
学
６
年
生
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
父
の
影
響
で
始
め
た
サ
ー
フ
ィ
ン

　
僕
が
サ
ー
フ
ィ
ン
の
練
習
を
始
め
た
の

は
、
３
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
で
し
た
。小
さ

か
っ
た
の
で
自
分
で
は
覚
え
て
い
な
い
の

で
す
が
、
海
で
お
父
さ
ん
が
サ
ー
フ
ィ
ン

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
「
や
り
た
い
」
と

言
い
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。今
で

は
す
っ
か
り
大
好
き
に
な
り
、
週
に
４
〜

５
回
、
学
校
が
終
わ
っ
た
後
や
休
み
の
日

に
練
習
し
て
、大
会
に
も
出
場
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。日
本
だ
け
で
な
く
ハ
ワ

イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
海
外
の

海
で
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
伊
豆
で
の
主
な
練
習
場
所
は
下
田
・

宇
佐
美
で
、平
日
は
学
校
終
わ
り
に
１
〜

２
時
間
、
休
み
の
日
は
10
時
間
練
習
す

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。海
で

練
習
で
き
な
い
と
き
は
技
の
練
習
の
た

め
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に
乗
っ
た
り
、

体
幹
を
鍛
え
る
た
め
に
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
に
挑
戦
し
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
練
習
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、
今

年
は
第
54
回
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手

権
大
会
の
キ
ッ
ズ
の
部
で
初
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
世
界
の
ト
ッ
プ
を
目
指
す

　
僕
の
夢
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。ま
ず
は
日
本

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
が
定
め
る
強
化
指
定
選

手
に
早
く
選
ば
れ
る
た
め
に
、
世
界
大
会

で
結
果
を
出
し
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に

も
、
今
後
も
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

海
で
練
習
し
て
、
よ
り
多
く
の
波
に
乗
っ

て
技
術
を
磨
き
た
い
で
す
。

　
海
外
で
の
練
習
は
、
最
初
は
言
葉
が
分

か
ら
な
く
て
辛
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
上
手
に
波
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の

で
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。一
番
好
き
な

海
は
ハ
ワ
イ
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
で
、

９
歳
の
と
き
に
と
て
も
大
き
な
波
に
乗
る

こ
と
が
で
き
た
思
い
出
の
場
所
で
す
。

●
多
く
の
人
の
応
援
が
力
に
な
る

　
両
親
は
僕
が
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う

に
、仕
事
も
働
く
時
間
帯
な
ど
を
調
整
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。お
父

さ
ん
は
、一
緒
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、海
に
一
緒
に

行
っ
て
僕
が
波
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
撮
影
し
て
く
れ
ま
す
。撮
っ
た
映
像
は

今
後
の
た
め
に
見
直
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
て
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。サ
ー
フ
ィ
ン
を
練
習
す

る
だ
け
で
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
発
信
す
る
こ
と
で
、「
日
本
に
こ

ん
な
選
手
が
い
る
ん
だ
」
と
世
界
へ
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
、

今
で
は
多
く
の
人
が
僕
を
応
援
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。も
っ
と
一
生

懸
命
練
習
し
て
、た
く
さ
ん
の
人
に
応
援

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
、い

つ
か
世
界
大
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世

界
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
た
い
で
す
。

両
親
の
全
力
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

強
い
意
思
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
目
指
す

あだち かいせい

足立 海世さん

足立海世さんを応援しよう！

インスタグラム

～ＳＮＳで実際に波に乗っている動画を見てみよう！～

kaisei_adachi

フォローして配信される動画をチェックしましょう。
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１

２

３６

▲６年生に『命』をテーマにした本を紹介する村上さん

５

修
禅
寺
の
本
堂
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

地
域
の
皆
さ
ん
と

市
長
の
意
見
交
換

　
９
月
18
日（
水
）、土
肥
地
区
で
の
開
催
を
皮
切
り

に
、『
地
区
懇
談
会
』が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。本
年

度
の
地
区
懇
談
会
は
９
月
〜
11
月
に
か
け
て
全
13

回
の
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
、初
め
に
市
長
か
ら

市
全
体
に
か
か
る
重
要
事
業
や
地
区
ご
と
の
課
題
・

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
そ
の
後
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
も
ら
い
ま
し
た
。各

会
場
と
も
、
多
く
の
発
言
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▲参加者の質問に答える市長

　
９
月
19
日（
木
）、三
島
信
用
金
庫
修
善
寺
支
店
で

『
が
ん
検
診
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
行
な
い

ま
し
た
。三
信
と
締
結
し
て
い
る
『
伊
豆
市
が
ん
検

診
普
及
啓
発
及
び
受
診
率
向
上
に
関
す
る
協
定
』に

基
づ
き
行
な
っ
た
も
の
で
、検
診
で
早
期
に
が
ん
を

見
つ
け
、生
存
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。当
日
店
頭
で
、市
長
、三
信
役
員
、『
み
ゅ
う
く

ん
』な
ど
が
チ
ラ
シ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
が
ん

検
診
の
受
診
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▲来店した地域住民に啓発品を渡す関係者ら▲美容学校の学生（※）によるフェイスペイントも大人気
※静岡県東部総合美容専門学校の有志

修
善
寺
駅
で

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

　
10
月
４
日
（
金
）〜
６
日
（
日
）、
修
禅
寺
本
堂
で

『
修
善
寺
芸
能
処 

桂
座
』
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。４

日
は
今
年
の
『
第
15
回
桂
座
音
楽
賞
』
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
朝
香
智
子
さ
ん
、５

日
は
去
年
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
『
か
ふ
ぇ
も

か
』、
６
日
は
平
成
27
年
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た『
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
ｓ
』が
演
奏
を
行
な
い
ま
し
た
。

来
場
者
は
本
堂
に
響
き
渡
る
素
敵
な
音
楽
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

が
ん
の
早
期
発
見
で

生
存
率
ア
ッ
プ
を
目
指
す

▲朝香智子さん（右）とサポートメンバーによる演奏

１
０
０
歳
の
節
目
を

お
祝
い
！

　
９
月
13
日（
金
）・
20
日（
金
）、伊
豆
市
内
で
本
年

度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
の
元
へ
市
長

が
訪
問
し
ま
し
た
。市
長
訪
問
は
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
て
、
今
年
も
対
象
者
の
自
宅
を
市
長
が
訪
ね
、
国

と
静
岡
県
、伊
豆
市
か
ら
の
寿
詞
や
記
念
品
な
ど
を

手
渡
し
、対
象
者
と
そ
の
家
族
と
と
も
に
１
０
０
歳

の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。伊
豆
市
で
は
本
年
度
中
に

24
人
の
市
民
が
１
０
０
歳
を
迎
え
、今
年
は
そ
の
中

の
６
人
を
訪
問
し
ま
し
た
。

▲対象者の淺川きのさんにお祝いを伝える様子

４

い
つ
も
と
違
っ
た
観
点

で
本
を
紹
介

　
10
月
10
日（
木
）、土
肥
小
中
一
貫
校
の
図
書
室
で

『
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
』
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

本
に
対
す
る
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
作
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、小
学
３
〜
６
年
生

を
対
象
に
、『
ぬ
ま
づ
子
ど
も
の
本
を
学
ぶ
会
』代
表

の
村
上
慶
子
さ
ん
が
、学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
を
設
定
し
、テ
ー
マ
に
沿
っ
た
複
数
の
本
を
紹
介

し
ま
し
た
。今
後
、
天
城
小
学
校
と
中
伊
豆
中
学
校

で
も
実
施
し
ま
す
。

　
10
月
20
日（
日
）、
修
善
寺
駅
構
内
・
周
辺
で『
修

善
寺
駅
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン 
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。伊
豆
箱
根
鉄
道
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
伊
豆
総
合
高
校
生
徒
も

手
伝
い
ま
し
た
。切
り
絵
作
家
の
水
口
千
令
さ
ん
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
無
料
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
体
験
や

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、修
善
寺
駅
周
辺
の
お
菓
子
屋
さ
ん

で
の
食
べ
歩
き
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
修
善
寺

駅
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

あさかわ

あ
さ
か
　
と
も
こ

ソ
ー
シ
ズ

む
ら
か
み
け
い
こ

み
ず
ぐ
ち 

ち
は
る
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市税 21.1%
43億1,815万2千円

繰越金  4.7%
9億6,850万5千円

諸収入 1.4%
2億8,339万6千円

使用料・手数料1.0%
1億9.931万7千円

繰入金 5.1%
10億3,859万3千円 

その他(負担金など) 1.2％
2億3,865万5千円

地方交付税  24.3%
49億7,642万5千円
地方交付税  24.3%
49億7,642万5千円

国庫支出金 8.0%
16億4,801万円 
国庫支出金 8.0%
16億4,801万円 

県支出金 5.0%
10億2,994万3千円 
県支出金 5.0%
10億2,994万3千円 

市債  21.2%
43億3,563万円
市債  21.2%
43億3,563万円

地方譲与税 0.9%
1億8,523万1千円 
地方譲与税 0.9%
1億8,523万1千円 

その他（地方消費税交付金など）4.2％
8億5,882万2千円
その他（地方消費税交付金など）4.2％
8億5,882万2千円

　特定の事業を行なうため、一
般会計とは別に特別会計を設け
ています。伊豆市では、9つの
特別会計（2つの公営企業会計
を含む）と財産区特別会計（8
財産区）を設けています。

　公営企業会計は、独立採算
が原則で、使用料収入などで
経理を賄う会計です。伊豆市
では、2つの公営企業会計が
あります。

特別会計 歳入総額 歳出総額
公共用地取得事業特別会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
財産区特別会計（8財産区）合計

 特別会計公営企業会計

2,646万9千円
42億9,800万8千円
4億3,128万2千円
33億796万8千円
1億7,951万1千円

14億4,500万9千円
1億6,122万5千円

4,633万5千円

2,238万4千円
41億9,114万９千円
4億2,746万9千円

31億9,074万3千円
1億4,870万6千円

11億6,714万5千円
1億1,983万6千円

2,394万2千円

　

平
成
30
年
度
決
算
が
９
月
市
議
会
定
例
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
も

ら
っ
た
税
金
や
、国
や
県
か
ら
の
お
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か
、概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総額204億7,801万5千円

第２次伊豆市総合計画前期基本計画で定めた5つの目標実現に向け、下記
の事業に取り組みました。

平
成
30
年
度
決
算

一
般
会
計

《 水道事業会計 》

《 温泉事業特別会計 》※『収益的収支』とは、企業の営業
にかかる収入と支出のことです。

※『資本的収支』とは、企業の建物
や設備にかかる収入と支出のこと
です。

ま
ち
づ
く
り
成
果
報
告

平成30年度に取り組んだ主な事業

■問合せ 

財
務
課
☎
０
５
５
８
（
７２
）
９
８
５
９

特別会計

歳入
前年比36億5,115万8千円増（21.7％増）

総額195億6,297万7千円歳出
前年比37億462万5千円増（23.4％増）

歳出

公債費  7.5%
14億6,869万３千円
公債費  7.5%
14億6,869万３千円

消防費  4.4%
8億5,751万1千円
消防費  4.4%
8億5,751万1千円

一般会計の収支状況

総額204億7,801万5千円

総額195億6,297万7千円

翌年度に繰り越すべき財源

実質収支

歳入ー歳出

歳
入

歳
出

１億7,299万９千円

7億4,203万９千円

9億1,503万8千円

地方交付税が1億4,573万円の減となりましたが、地
域振興基金に係る借入等により市債が32憶2,359万
円の増となったこともあり、一般会計歳入総額は204
億7,801万5千円で前年度に比べ36億5,115万8千
円の増となりました。また最終総額に占める自主財源

（市が独自に収入できる財源。この財源が多いほど市
の自主性が大きくなります）の割合は、36.4%でした。

平成30年度の特徴的な事業としては、東京2020大会
関連アクセス道路を始めとした市道整備等により土木
費が5億7,471万円の増となったことや、地域振興基金
の新規積立等により諸支出金が25憶2,324万円の増
となったことにより一般会計歳出総額は195億6,297
万7千円で前年度に比べ37億462万5千円の増となり
ました。

収益的収支
収　入 
支　出
収　入 
支　出 

資本的収支

6億799万9千円
5億2,717万5千円

5,939万4千円
2億4,692万9千円

収　入 
支　出
収　入 
支　出 

8,015万7千円
6,869万1千円

0円
1,741万3千円

収益的収支

資本的収支

○（月ケ瀬 IC 周辺）道の駅整備事業
　道の駅地域振興施設の建築工事を行ないました。
○旧湯ケ島幼稚園・旧湯ケ島小学校施設改修事業
　耐震改修工事を行ない、天城湯ケ島コミュニティ複合施設を整備し、公共施設の

再配置の取り組みを推進しました。

１．魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保

○定住促進事業補助金
　若者の移住・定住を促すため、住宅取得や家賃への補助を行ないました。
○救急医療対策事業
　重篤な急性期患者の医療を確保するために、田方救急医療協議会への負担金や

伊豆赤十字病院の機器整備に対して補助金を支出しました。

２．安全で心地よい生活環境の創出

○伊豆市産業振興協議会委託事業
　伊豆市ブランドの創造や販路拡大に向けてプロモーションやキャンペーンを実施

しました。

3．産業力の強化

○ふるさと納税促進事業
　首都圏の顧客をターゲットにして広告を行ない、前年比約1.5倍の寄附をいただきました。
○文学の郷構想策定支援業務
　湯ケ島地区を文学の郷にするロードマップ作りを地元、行政関係課で行ない、文学

の郷構想を策定しました。

4．まちへの誇りの醸成とブランド力の向上

○新こども園建設事業
　伊豆市加殿地区に整備する新こども園の設計委託や、土地購入を行ないました。
○放課後児童クラブ運営事業
　児童の健全な育成のために放課後児童クラブを市内の６小学校区に開設し、運営

を行ないました。

5．少子化対策と次代を担う人材の育成

平成30年度決算
まちづくり成果報告

歳入

　　　 自主財
源

 36.4％

依存財
源

63
.6

％
　　　 

寄附金 1.9%
3億9,733万6千円

民生費 24.9%
48億7,649万5千円

民生費 24.9%
48億7,649万5千円

総務費 11.4%
22億2,629万7千円

総務費 11.4%
22億2,629万7千円

教育費 6.4%
12億5,187万6千円 
教育費 6.4%
12億5,187万6千円 

土木費 12.0%
23億3,750万7千円

土木費 12.0%
23億3,750万7千円

衛生費 7.2%
14億1,513万8千円 
衛生費 7.2%
14億1,513万8千円 

商工費  5.8%
11億2,562万6千円
商工費  5.8%
11億2,562万6千円

農林水産業費  2.7%
5億3,522万6千円
農林水産業費  2.7%
5億3,522万6千円

その他  17.7%
34億6,860万8千円
その他  17.7%
34億6,860万8千円

黒字

　平成30年度一般会計の決算収支
は、歳入総額204億7,801万円に対
し、歳出総額は195億6,298万円と
なりました。また、歳入、歳出の差引
額9億1,503万円から翌年度へ繰り
越すべき財源1億7,300万円を除い
た実質的な収支は７億4,203万円の
黒字となりました。
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22.422.4

44.744.7

0
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伊
豆
市
の
財
政
状
況　基金は、市の預貯金のことです。

　平成27年度から始まった普通交付税（地方の財政格差を無くすため国が交付するもの）の段階的な
減額も4年目となりました。市では将来にわたり安定した事業展開を行なえるよう、いくつかの基金を
積み立てています。

■ 下水道事業特別会計
■ 公共用地取得事業特別会計
■ 介護保険特別会計
■ 国民健康保険特別会計

■ その他
■ 減債基金
■ 財政調整基金

28年度 29年度

（億円）

30年度

財政の健全性を表す指標

早期健全
化基準

伊豆市の
算定結果

財政再生
基準

《 健全化判断比率 》
経営健全
化基準

水道事業会計 不足なし 20.0％
温泉事業特別会計 不足なし 20.0％
簡易水道事業特別会計 不足なし 20.0％
下水道事業特別会計 不足なし 20.0％
農業集落排水事業特別会計 不足なし 20.0％
 

《 資金不足比率 》
伊豆市の
算定結果

実質赤字比率　　 

連結実質赤字比率　

実質公債費比率※1　

将来負担比率※2　　

　伊豆市の財政状況を国の基準に基づき算定したところ、健全化判断比率は、いずれの項目も
早期健全化基準を大きく下回っており、財政の健全化が保たれています。

　市債は、市の借金のことで、道路整備、学校施設建設、下水道事業費などに使われています。
借りたお金の残高は、一般会計と特別会計の合計で243億7,762万円となります。

市債の状況

0
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60
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100

28年度 29年度 28年度 29年度
0

50

100

150
（億円） （億円）

■ 下水道事業特別会計
■ 農業集落排水事業特別会計
■ 簡易水道事業特別会計
■ 水道事業会計

30年度 30年度

一般会計 特別会計

0

2

4

6

8

10

基金の状況

28年度 29年度 30年度

（地域振興基金、環境衛生施設整備
　基金、ふるさと伊豆市応援基金など）

（億円）

8.8

3.93.9

0.30.3

2.22.2

2.42.4

国が定めた基準

（イエローカード）（レッドカード）

※財産区特別会計は除く

赤字なし

赤字なし

6.4％

15.8％

13.33％

18.33％

25.0％

350.0％

20.0％

30.0％

35.0％

ー

78.5
20.320.3

5.15.1

53.153.1

8.6

4.34.3

0.30.3

2.22.2

1.81.8

76.4

50.2

3.4

16.016.0
6.86.8

市の決算書は、市内各図書館で閲覧できます。

※1：一般財源に対して実質的な借金の返済額が年間どのくらい多いかを捉えた指標です。
※2：一つの地方公共団体が背負わなくてはいけない借金を含めて、将来の債務負担を把握するための指標です。

146.3

平成30年度決算
まちづくり成果報告

一般会計 特別会計

81.3

20.220.2

7.17.1

54.054.0

144.7

48.2

2.9

15.215.2
7.17.1

73.4

103.9

45.445.4

8.18.1

50.450.4

8.8

3.93.9

0.30.3

2.22.2

2.42.4

174.3

45.5

2.4

14.414.4
7.27.2

69.5

『伊豆市まち・ひと・しごと創生総合戦略』
の進捗状況

問合せ 総合戦略課 ☎ 0558(72)9873

　市では、人口減少に関する課題に対応すべく、平成 27 年度から５年間の成果目標を定め、具体的な取り組
みをまとめた『伊豆市まち・ひと・しごと創生総合戦略』を平成 27 年 10 月に策定しました。
　毎年実績評価を実施するとともに、市民の皆さんをはじめ、各分野の代表者で構成される『伊豆市まち・ひと・
しごと創生総合戦略検討会議』に報告を行ない、その都度成果指標の見直しや上方修正をしています。

戦略
体系 プロジェクト名 取り組み内容 成果指標

まち 邑
むら

のにぎわい創生
プロジェクト

住民主体の特色ある地域
づくりの推進

地域づくり協議会の設立件数：７団体
（Ｈ 30 実績：７団体）

ひと 多世代交流拠点創出
プロジェクト

子育て交流拠点と高齢者
交流拠点の整備

多様な世代が利用できるまちの居場所の整備
件数：５箇所（Ｈ 30 実績：５団体）

しごと 働く場の確保と雇用
マッチングプロジェクト 創業支援・企業誘致の推進 新規創業者件数：年間６件・延べ 30 件

（Ｈ 30 実績：年間５件・延べ 28 件）

　第１期総合戦略は、『ひと』の指標である『すべての世代がいきいき
と暮らし続けられるまち』の達成見込みが最も高く、『しごと』にあた
る『地域の特性を活かして『しごと』を生み出すまち』の達成見込みが
最も低いことから、引き続き人口減少に向けた取り組みを継続するとと
もに、『しごと』の部分を強化していく必要があります。

　現行の総合戦略の計画期間の終了に伴い、本年度中の第２期総合戦略の策定に向けて、『伊豆市まち・ひと・

しごと創生総合戦略検討会議』において議論を進めていきます。

第 2 期伊豆市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を進めています

▲ 8 月 26 日に開催された検討会議の様子

『伊豆市まち・ひと・しごと創生総合戦略』とは？

　『まち』・『ひと』・『しごと』の３つを柱とし、『まち』では住民主体の特色ある地域づくりの推進や都市計画
の見直しによる定住促進など、『ひと』では切れ目ない子育て支援体制の充実や高齢者交流拠点の整備など、『し
ごと』では観光ブランド力の強化や創業支援・企業誘致の推進などの取り組みを進めています。

総括

第 1 期総合戦略の達成見込み

『まち』　…12 指標のうち７指標を達成見込み

『ひと』　…９指標のうち７指標を達成見込み

『しごと』…11 指標のうち３指標を達成見込み

全 32 指標の約 53％にあたる
17 指標を達成する見込みです

▼具体的な取り組みの例

伊豆市　令和元年度　総合戦略 検索詳細は ◀︎市ホームページへ
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